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日本マクロエンジニアリング学会第 38 回春季研究大会開催報告 
 

2020 年 5 月 16 日(土)、武漢コロナで三密を自粛されている折、日本マクロエンジニアリング学会第 38 回
春季研究大会は Zoom ミーティング方式で開催されました。事務局を含め参加者の多くは Zoom ミーティン

グが初めてで、操作に戸惑いながらでしたが何とか進行できました。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

開会の挨拶 

茂木会⾧所用につき、小島副会⾧より初め
ての Zoom ミーティングが上手く行くよう

ご協力をと、開会の挨拶がございました。 

 
発表 1：「マクロ経済学の『基本前提』」 

松谷泰樹（中央大学経済学部） 

『「古典派」経済学とは異なり，新しい経済学
としてのマクロ経済学では，有効需要の論理

にもとづき，「貯蓄と投資の均等は，所得との

かかわりによってもたらされる」ものである
とされている。その場合，「貯蓄は投資によっ

て決定される」ものであることが明らかにさ

れている。つまり，セイの法則を否定し，これ
ら 2 つの命題を提示することによって誕生し

たのがマクロ経済学であると言える。その意

味で，これら 2 つの命題こそが，マクロ経済
学を成立させるための「基本前提」と見なされ

るものである。そして，それらは，全て Keyens 

(1936) に先立つ Kalecki (1933) において提
示されていたものである。マクロ経済を扱い

ながらも，「古典派」の経済理論にもとづき分

析を手がける経済学は，決してマクロ経済学
であるとはいえない。』とされました。（事務局

が経済に不案内なため、レジメより抜粋） 

Zoom ミーティング待合室（杉野、渡邉理事はネット環境により画像 OFF） 

プログラム/ポスター 
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発表 2：「都市近郊農業における農地流動化に

関する一考察 ～岩手県滝沢市を事例として

～」新田義修（岩手県立大学地域政策研究セン
ター） 

①農産物価格下落による地域経済の低迷、

②農業所得の減少による担い手不足などの、
農地流動における現状と課題を踏まえ、 

農地流動化のシナリオプランニングでは、

①ゆでガエル・シナリオ（兼業二種家族経営に
よる主に自給用米他の生産による現状維持）、

②レイム・ダック・シナリオ（10a 前後の小区

画の圃場を維持したまま零細分散錯圃状態）、
③竜頭蛇尾・シナリオ（個別経営体による集積

を始めるが農地が集まらない結末）、④ドラゴ

ン・シナリオ（法人大規模借地経営体による周
年雇用・周年出荷実施）などを予測され、 

今後の課題として、①農地の出し手と受け

手の関係性への調査、②新規就農者の再編、③
農地集積及び生産組織設立条件の解明などを

挙げられました。 

 
反省会： この後、14:30～総合討論、15:30～

総会、16:30～理事会、17:10～反省会が行われ

ました。Zoom の便利さを確認し、第 2 回理
事会は 8/23(日)15:30～ 、Zoom でとしまし

た。以下反省会の模様（文責:事務局） 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

反省会(乾杯の音頭は八木田企画委員⾧、鳴尾監事の映像は OFF) 
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